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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成25年8月29日(2013.8.29)

【公表番号】特表2012-520984(P2012-520984A)
【公表日】平成24年9月10日(2012.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-036
【出願番号】特願2012-500211(P2012-500211)
【国際特許分類】
   Ｆ２３Ｒ   3/28     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   3/30     (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２３Ｒ   3/28    　　　Ｄ
   Ｆ０２Ｃ   3/30    　　　Ｄ
   Ｆ０２Ｃ   3/30    　　　Ｚ
   Ｆ２３Ｒ   3/10    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年7月9日(2013.7.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１０】
　前記孔（１４）が１つの中心軸（２７）を含み、この中心軸（２７）が噴射ノズル（２
）の中心軸（５）と０°～６０°の範囲の角度（β）で交わり、あるいは、前記部分環状
空隙（２８）が仮想の部分円錐状の外被（２９）を含み、この部分円錐状の外被（２９）
が噴射ノズル（２）の中心軸（５）と０°～６０°の範囲の角度（β）で交わることを特
徴とする請求項９に記載のバーナ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　この流れ通路を部分的環状空隙として形成する場合には、この部分的環状空隙が噴射ノ
ズル中心軸と０°～６０°の角度、特に２０°～４０°の角度で交わる仮想の部分円錐状
の外被を形成するのがよい。この部分的環状空隙は好適には複数の部分的環状空隙セグメ
ントを含むことができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　この部分的環状空隙２８は符号２９で示された仮想の部分円錐状の外被を形成し、この
部分円錐状の外被は噴射ノズル２の中心軸５と角度βをなし、βは０°～６０°、特に２
０°～４０°である。
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